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 稲わらは、すき込むことで、土壌の物理性や化学性を改

善し、地力の増進を図ることができます。 

 稲わらは、昨今の物価高騰により家畜の飼料や敷きわ

ら、園芸資材等として利用価値が高まっています。 

 県では、稲わらの取引拡大に向けたマッチング支援を

行っています。 

○すき込み時期は、秋を基本とし、石灰窒素など腐熟促進

剤を使用する。 

○根腐れを防ぐため、気象条件に応じた適正な水管理や  

分げつ期の落水管理、中干し、溝切りを行い、生育初期

から土に酸素を供給する。 

○やむを得ず、春にすき込む場合は、秋に腐熟促進剤を散

布しておき、深めに耕起する。 
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